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基部には鋲を挿入する穴が３箇所、逆三角形に配置されて穿たれており、うち２箇所に

は、鋲が残存している。鋲頭径0.25㎝、鋲脚幅0.2㎝を測り、鋲脚は0.4㎝程残存し、欠

損している。鋲穴は、径0.2㎝程を測り、きれいな正円を呈している。基部の両側面は２

㎜程折り曲げられており、上端の両端は腐食のため明確ではないが、若干耳状に突出し

ているようである。毛彫り彫刻は、縁を線彫りし、下向きの半円弧文を一条彫刻した後、

その下部に平行刻みを９条彫り込んでいる。垂下部の形状は、先端部を欠損しているも

のの、徐々に下方へ広がり、縁の線彫りが内側に入り込む付近で最大幅となり、瘤状の

膨らみが存在していたと推測される。毛彫り彫刻は、縁にそって線彫し、上部から下向

きの２連半円弧文＋１連半円弧文を１条線で彫刻した後、その下部に平行刻みを10～11

条彫り込んでいる。半円弧文の両側からは２条の線が平行に垂下し、最大幅付近で円が

描かれ、下部は２条の半円弧文で閉じられている。一筆書きのように彫刻されているが、

垂下する蕨手文と「Ｃ字状文」が表現されているものと考えられる。そして、さらに下

部には20条の平行刻みが彫り込まれている。

66は、残存長7.5㎝、基部残存長0.8㎝、基部幅2.5㎝、垂下部残存長6.7㎝、垂下部残

存幅3.1㎝で、金銅板の厚さは１㎜を測る。基部の両側面は折り曲げられており、鋲穴は

下部の１箇所のみ確認され上部が不明であるが、その配置は65同様逆三角形の配置をと

るものと推測される。鋲脚は0.7㎝程残存し、中程で折り曲げている。文様も65と同様の

構成をとる。
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㎜程折り曲げられており、上端の両端は腐食のため明確ではないが、若干耳状に突出し
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描かれ、下部は２条の半円弧文で閉じられている。一筆書きのように彫刻されているが、

垂下する蕨手文と「Ｃ字状文」が表現されているものと考えられる。そして、さらに下
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下部の１箇所のみ確認され上部が不明であるが、その配置は65同様逆三角形の配置をと

るものと推測される。鋲脚は0.7㎝程残存し、中程で折り曲げている。文様も65と同様の
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のみ径６㎜程の懸通孔が貫通する。長さ8.7㎝、幅3.4㎝、厚み0.6㎝を測り、断面は3.1

㎝×3.4㎝のほぼ円形を呈する。53は、足金物の破片と推測される。吊手部のみ残存し、
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ているようである。毛彫り彫刻は、縁を線彫りし、下向きの半円弧文を一条彫刻した後、

その下部に平行刻みを９条彫り込んでいる。垂下部の形状は、先端部を欠損しているも

のの、徐々に下方へ広がり、縁の線彫りが内側に入り込む付近で最大幅となり、瘤状の

膨らみが存在していたと推測される。毛彫り彫刻は、縁にそって線彫し、上部から下向

きの２連半円弧文＋１連半円弧文を１条線で彫刻した後、その下部に平行刻みを10～11

条彫り込んでいる。半円弧文の両側からは２条の線が平行に垂下し、最大幅付近で円が

描かれ、下部は２条の半円弧文で閉じられている。一筆書きのように彫刻されているが、

垂下する蕨手文と「Ｃ字状文」が表現されているものと考えられる。そして、さらに下

部には20条の平行刻みが彫り込まれている。

66は、残存長7.5㎝、基部残存長0.8㎝、基部幅2.5㎝、垂下部残存長6.7㎝、垂下部残

存幅3.1㎝で、金銅板の厚さは１㎜を測る。基部の両側面は折り曲げられており、鋲穴は

下部の１箇所のみ確認され上部が不明であるが、その配置は65同様逆三角形の配置をと

るものと推測される。鋲脚は0.7㎝程残存し、中程で折り曲げている。文様も65と同様の

構成をとる。
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　令和４年５月３０日発行

　編集・発行　熊谷市立江南文化財センター（熊谷市教育委員会　社会教育課　文化財保護係）

－１－－４－

 

会期：令和４年５月 30 日（月）～ ７月 11 日（月）　会場：熊谷市立江南文化財センター展示室

　　　令和４年７月 13 日（水）～ ９月 11 日（日）　会場：くまぴあ創作展示棟３階出土遺物展示室

　　　令和４年９月 13 日（火）～ 11 月 6 日（日）　会場：熊谷市立熊谷図書館３階郷土資料展示室

令和３年度熊谷市新指定文化財　有形文化財・考古資料令和３年度熊谷市新指定文化財　有形文化財・考古資料

『中西遺跡出土遺物』『立野古墳群第 12 号墳出土遺物』『中西遺跡出土遺物』『立野古墳群第 12 号墳出土遺物』

中西遺跡位置図中西遺跡位置図
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第４図　年度別調査区割図
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第３図　調査地点位置図

第４図　年度別調査区割図

1：4000

［鉄製刀装具］（第33図・図版15・16）52は覆輪状を呈し、円頭柄頭と判断した。一箇所

のみ径６㎜程の懸通孔が貫通する。長さ8.7㎝、幅3.4㎝、厚み0.6㎝を測り、断面は3.1

㎝×3.4㎝のほぼ円形を呈する。53は、足金物の破片と推測される。吊手部のみ残存し、
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①鉄製①鉄製鉸鉸具（２点）具（２点）　

②鉄製②鉄製鉸鉸具の輪金（２点）具の輪金（２点）

基部には鋲を挿入する穴が３箇所、逆三角形に配置されて穿たれており、うち２箇所に

は、鋲が残存している。鋲頭径0.25㎝、鋲脚幅0.2㎝を測り、鋲脚は0.4㎝程残存し、欠

損している。鋲穴は、径0.2㎝程を測り、きれいな正円を呈している。基部の両側面は２

㎜程折り曲げられており、上端の両端は腐食のため明確ではないが、若干耳状に突出し

ているようである。毛彫り彫刻は、縁を線彫りし、下向きの半円弧文を一条彫刻した後、

その下部に平行刻みを９条彫り込んでいる。垂下部の形状は、先端部を欠損しているも

のの、徐々に下方へ広がり、縁の線彫りが内側に入り込む付近で最大幅となり、瘤状の

膨らみが存在していたと推測される。毛彫り彫刻は、縁にそって線彫し、上部から下向

きの２連半円弧文＋１連半円弧文を１条線で彫刻した後、その下部に平行刻みを10～11

条彫り込んでいる。半円弧文の両側からは２条の線が平行に垂下し、最大幅付近で円が

描かれ、下部は２条の半円弧文で閉じられている。一筆書きのように彫刻されているが、

垂下する蕨手文と「Ｃ字状文」が表現されているものと考えられる。そして、さらに下

部には20条の平行刻みが彫り込まれている。

66は、残存長7.5㎝、基部残存長0.8㎝、基部幅2.5㎝、垂下部残存長6.7㎝、垂下部残

存幅3.1㎝で、金銅板の厚さは１㎜を測る。基部の両側面は折り曲げられており、鋲穴は

下部の１箇所のみ確認され上部が不明であるが、その配置は65同様逆三角形の配置をと

るものと推測される。鋲脚は0.7㎝程残存し、中程で折り曲げている。文様も65と同様の

構成をとる。
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③鉄製責金具（推定）（１点）③鉄製責金具（推定）（１点）

［鉄製刀装具］（第33図・図版15・16）52は覆輪状を呈し、円頭柄頭と判断した。一箇所

のみ径６㎜程の懸通孔が貫通する。長さ8.7㎝、幅3.4㎝、厚み0.6㎝を測り、断面は3.1

㎝×3.4㎝のほぼ円形を呈する。53は、足金物の破片と推測される。吊手部のみ残存し、
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④金銅製杏葉（２点）④金銅製杏葉（２点）

○鉄製刀装具○鉄製刀装具

基部には鋲を挿入する穴が３箇所、逆三角形に配置されて穿たれており、うち２箇所に

は、鋲が残存している。鋲頭径0.25㎝、鋲脚幅0.2㎝を測り、鋲脚は0.4㎝程残存し、欠

損している。鋲穴は、径0.2㎝程を測り、きれいな正円を呈している。基部の両側面は２

㎜程折り曲げられており、上端の両端は腐食のため明確ではないが、若干耳状に突出し

ているようである。毛彫り彫刻は、縁を線彫りし、下向きの半円弧文を一条彫刻した後、

その下部に平行刻みを９条彫り込んでいる。垂下部の形状は、先端部を欠損しているも

のの、徐々に下方へ広がり、縁の線彫りが内側に入り込む付近で最大幅となり、瘤状の

膨らみが存在していたと推測される。毛彫り彫刻は、縁にそって線彫し、上部から下向

きの２連半円弧文＋１連半円弧文を１条線で彫刻した後、その下部に平行刻みを10～11

条彫り込んでいる。半円弧文の両側からは２条の線が平行に垂下し、最大幅付近で円が

描かれ、下部は２条の半円弧文で閉じられている。一筆書きのように彫刻されているが、

垂下する蕨手文と「Ｃ字状文」が表現されているものと考えられる。そして、さらに下

部には20条の平行刻みが彫り込まれている。

66は、残存長7.5㎝、基部残存長0.8㎝、基部幅2.5㎝、垂下部残存長6.7㎝、垂下部残

存幅3.1㎝で、金銅板の厚さは１㎜を測る。基部の両側面は折り曲げられており、鋲穴は

下部の１箇所のみ確認され上部が不明であるが、その配置は65同様逆三角形の配置をと

るものと推測される。鋲脚は0.7㎝程残存し、中程で折り曲げている。文様も65と同様の

構成をとる。
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④④鎺鎺（１点）（１点）

③鞘口金具または③鞘口金具または
責金具（１点）責金具（１点）

⑤鍔（１点）⑤鍔（１点）

○刀子（２点）○刀子（２点）○大刀（１点）○大刀（１点）

○鉄鏃（４９点）○鉄鏃（４９点）　

１～ 12：細根型・鑿１～ 12：細根型・鑿箭箭鏃　  13 ～ 19：細根型・片刃箭鏃　20 ～ 24：平根型・圭頭鏃　鏃　  13 ～ 19：細根型・片刃箭鏃　20 ～ 24：平根型・圭頭鏃　

25 ～ 29：平根型・方頭鏃　30 ～ 33：細根型・柳葉鏃　   34･35：細根型・長頭鏃（推定）25 ～ 29：平根型・方頭鏃　30 ～ 33：細根型・柳葉鏃　   34･35：細根型・長頭鏃（推定）

○土器（４点）○土器（４点）
65：土師器甕　65：土師器甕　

66：須恵器横瓶　66：須恵器横瓶　

67：須恵器長頸瓶67：須恵器長頸瓶

68：須恵器大甕68：須恵器大甕

○馬具○馬具

①円頭柄頭（１点）①円頭柄頭（１点）

　立野古墳群は、本古墳群の北側に所在する深谷市百済木遺跡を拠点とする古代男衾郡

の首長らの墓域とも考えられています。第 12 号墳出土遺物のうち、金銅製杏葉は、鏨

で細い線を刻む毛彫という技法で唐草文様などが描かれた県内唯一の事例であり、他の

出土遺物も含め、東国における古墳時代末の歴史や文化を語る上で必要不可欠なもので

あることから一括して指定されました。

◎『中西遺跡出土遺物』◎『中西遺跡出土遺物』　

　このたび、『中西遺跡出土遺物』及び『立野古墳群第 12 号墳出土遺物』が令和４年

３月 31 日付けで市の有形文化財・考古資料に指定されました。これらの出土遺物は、

本市のみならず、東日本の原始・古代を研究する上で大変優れた史料です。

　今回の展示では、文化財指定を記念して、両遺跡の出土遺物をご紹介いたします。

　

なかにし たて の こ ふんぐん

　中西四丁目に所在する中西遺跡は、標高約 24 ｍを測る新期荒川扇状地扇端部に立地

しています。発掘調査は、県道熊谷羽生線の拡幅工事に伴い、2011（平成 23）年１～

３月、2012（平成 24）年１～３月、2013（平成 25）年２～３月の３回にわたって行

われ、縄文時代後期から弥生時代中期、古墳時代前期、奈良・平安時代まで続く複合遺跡

であることが判明しました。中でも縄文時代は、後・晩期の遺構（竪穴建物跡・土坑など）

や遺物包含層から土器や石器、土偶などの遺物が大量に出土しました。

　数ある縄文時代後・晩期の遺物のうち、このたび指定されたのは、土偶 51 点、土偶や土

器に施す赤彩の原材料である辰砂と呼ばれる鉱物片 22 点、赤彩を施す際に使用されたと思

われるパレット状土器１点の計 74 点です。

しん き あらかわせんじょうちせんたんぶ

たてあなたてものあと ど こう

い ぶつほうがんそう ど  き せっき ど ぐう

せきさい しんしゃ こうぶつへん

―
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第５図　調査区全測図・縄文時代後・晩期遺物包含層出土状況

第２表　検出遺構時代・時期一覧表
№ 遺構名 時代・時期

1 ＳＩ０１ 縄文時代後期後葉～晩期前葉

2 ＳＩ０２ 縄文時代後期後葉～晩期前葉

3 ＳＩ０３ 縄文時代後期後葉～晩期前葉

4 ＳＩ０４ 弥生時代中期後半

5 ＳＩ０５ 弥生時代中期後半

6 ＳＩ０６ ８世紀前半

7 ＳＩ０７ 時期不明

8 ＳＺ０１ 古墳時代前期

9 ＳＺ０２ 古墳時代前期

10 ＳＺ０３ 弥生時代中期後半

11 ＳＺ０４ 弥生時代中期後半

12 ＳＺ０５ 弥生時代中期後半

13 ＳＺ０６ 弥生時代中期後半

14 ＳＤ０１ 古墳時代前期以降

15 ＳＤ０２ 縄文時代晩期前半

16 ＳＤ０３ 縄文時代晩期前半

17 ＳＫ０１ 時期不明

18 ＳＫ０２ 時期不明

19 ＳＫ０３ 縄文時代後期後葉以降

20 ＳＫ０４ 縄文時代後期後葉以降

21 ＳＫ０５ 縄文時代後期後葉以降

22 ＳＫ０６ 縄文時代後期後葉以降

23 ＳＫ０７ 縄文時代後期後葉

24 ＳＫ０８ 縄文時代後期後葉

25 ＳＫ０９ 古墳時代前期以降

26 ＳＫ１０ 時期不明

27 ＳＫ１１ 縄文時代後期後葉

28 ＳＫ１２ 古墳時代前期以降

29 ＳＫ１３ 時期不明

30 ＳＫ１４ 時期不明

31 ＳＫ１５ 時期不明

32 ＳＫ１６ 時期不明

1:1000
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棘によって分かたれる。箆被部の断面形態は方形、茎部は円形を呈する。

13～19は、片刃の鏃。13～15・17・19は、鏃身部は端刃で、所謂カマス切先状を呈す

る。13～15は、頸部への移行は関をもたず、16～19は、頸部への移行部に片関を有する。

頸部以下を欠損しており、茎部への関の有無は不明である。箆被部の断面形態は、方形

を呈する。16・18は、端刃傾向にあり、切先部は刃部側が丸みを帯びた所謂ふくら切先

状を呈する。

20～24は、鏃身部の平面形態が圭頭形を呈するものである。頸部への移行は関を有す

るが、頸部以下を欠損するため、茎部への移行部形態は不明である。箆被部の断面形態

は方形を呈する。20は、最も遺存状態の良いもので、鏃身長4.8㎝、鏃身部最大幅2.1㎝

を測る。鏃身断面は平と判断され、鎬は認められない。
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第１節 遺跡の概要
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○パレット状土器（１点）○パレット状土器（１点）　
○辰砂（22 点）○辰砂（22 点）　

S=1/6

◎『立野古墳群第 12 号墳出土遺物』◎『立野古墳群第 12 号墳出土遺物』　

　土偶は、竪穴建物跡出土が３点、遺物包含層出土が 38 点、残りの９点は遺構外ない

し後世の遺構から出土しました。時期別内訳は、加曽利 B ３式期を含む後期中葉が 10

点（１･ ２･ ４～ 11）、続く高井東式（曽谷式）期が 35 点（３･12 ～ 45）、安行２

式期の後期後葉が１点（48）、安行３ａ式期の晩期前葉が１点（47）、安行３ｄ式期

の晩期中葉が２点（50･51）であり、時期を特定できない２点（46･49）も上記の時

期におさまるものです。このうち、高井東式（曽谷式）期の土偶は、県内でも突出した

出土数であり、出土した土偶すべてに東北系の要素（遮光器系）がみられないのが特徴

です。また、高井東式（曽谷式）期から安行式期には、赤彩が施されるものが多くみら

れ、赤彩に関連する辰砂 22 点とパレット状土器１点（ともに遺物包含層出土。）も含

め、その出土には重要な意味を持つことから、これらの遺物が指定されました。

　板井に所在する立野古墳群は、和田川左岸の標高約 70 ｍを測る江南台地に立地する

古墳時代末に築造された群集墳です。出土遺物が指定された第 12 号墳を含む 10 基の

円墳は、現在の江南総合公園造成工事に伴い、2002（平成 14）年 10 月から 2003（平

成 15）年 1 月まで発掘調査が行われました。

　第 12 号墳は、直径 21.5 ｍの円墳であり、主体部は凝灰岩の切石で構築された横穴式石

室です。石室玄室から前庭部にかけて多数の副葬品が出土しており、鉄鏃、馬具（鉄製鉸具、

鉄製鉸具の輪金、責金具（推定）、金銅製杏葉）、鉄製刀装具（円頭柄頭、足金物（推定）、

鎺、鞘口金具または責金具（推定）、鍔）、刀子、大刀、土器（土師器・須恵器）が一括し

て指定されました。
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